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第20号
山門高等学校山門高等学校
創立104 周年創立104 周年

▲２年３組の野片桃香さんより矢加部泰臣機長に謝辞。

活躍活躍するするOBOBをを迎迎えて…えて…
今年度入会者数
同 窓 会 員 総 数

196 名
23,370 名

　

平
成
28
年
11
月
1
日
、
山
門
高
校
創
立
記

念
日
に
、日
本
航
空
の
矢
加
部
氏
を
迎
え
「
パ

イ
ロ
ッ
ト
」
っ
て
ど
ん
な
職
業
？
と
い
う
演

題
で
、
記
念
講
演
を
行
な
い
ま
し
た
。
仕
事

に
対
す
る
心
構
え
や
命
を
預
か
る
責
任
の
重

さ
を
生
徒
た
ち
に
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

日
本
航
空
（
株
）
運
行
訓
練
部
長

B
７
３
７
機
長

福
岡
県
議
会
議
員

総
務
企
画
地
域
振
興
委
員
長

プ
ロ
の
サ
ッ
ク
ス
演
奏
者

　

平
成
28
年
９
月
９
日
、
山
門
高
校
文
化
祭

に
お
い
て
、
世
界
で
活
躍
す
る
本
校
出
身
の

深
町
宏
氏
に
、
プ
ロ
の
サ
ッ
ク
ス
演
奏
で
、

会
場
を
魅
了
し
た
。

　

18
才
か
ら
選
挙
権
を
与
え
ら
れ
た
事
で
、

高
校
生
（
18
才
以
上
）
も
有
権
者
の
一
人
と

し
て
政
治
を
身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
て
も

ら
い
た
い
と
、
福
岡
県
議
の
板
橋
先
輩
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
昭
和
53
年
卒
）

（
昭
和
55
年
卒
）

（
昭
和
61
年
卒
）

平
成
28
年
11
月
１
日

平
成
28
年
9
月
9
日

平
成
28
年
10
月
18
日

矢
加
部

矢
加
部  

泰
臣
泰
臣  

氏氏

深
町
深
町  

宏宏  

氏氏

板
橋
板
橋  

聡聡  

氏氏

創
立
記
念
日

創
立
記
念
日

文文  

化化  

祭祭

主
権
者
教
育

主
権
者
教
育

▲ 筑後市出身、山門高校を卒業後、作陽音楽
大学を卒業、八女郡広川中学校と筑南中学校
で９年間の教職を経験し、プロの音楽家とし
て独立。これまでに４枚のアルバムを発表。

地域の先輩方が大切に護り育ててきたふるさとの
次代を担う子供達への架け橋として…。

演題「とっても身近な政治の話」演題「とっても身近な政治の話」
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山
門
高
校
同
窓
会

会
長板

橋 

元
昭

も
ち
ろ
ん
、
単
に
青
白
い
秀
才
を
育
て

る
の
で
は
な
く
、「
失
敗
を
経
験
し
た

た
く
ま
し
い
人
材
」
と
な
る
べ
く
、
学

校
行
事
で
も
敢
え
て
生
徒
を
主
体
に
運

営
さ
せ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

誤
解
の
な
い
よ
う
お
断
り
い
た
し
ま

す
と
、
私
は
、
難
関
と
言
わ
れ
る
大
学

に
進
も
う
と
す
る
生
徒
だ
け
を
「
厳
し

く
も
親
身
な
指
導
」
で
育
て
よ
う
と
は

思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
職
員
に
は
「
生

徒
一
人
一
人
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」

と
口
を
酸
っ
ぱ
く
し
て
言
っ
て
お
り
ま

す
。本
年
度
第
二
学
期
終
業
式
で
も「
ど

の
進
路
を
目
指
す
か
、
つ
ま
り
目
指
そ

う
と
す
る
姿
勢
や
考
え
方
に
優
劣
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
先
に
優
劣
が
あ
る
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
我
が
山
門

高
校
は
、
難
関
と
い
わ
れ
る
大
学
を
目

指
し
て
い
る
生
徒
、
大
学
で
は
な
い
進

路
を
目
指
し
て
い
る
生
徒
、
つ
ま
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
進
路
を
目
指
す
生
徒
一
人

一
人
を
大
事
に
し
て
、
そ
の
進
路
が
実

現
で
き
る
よ
う
、
厳
し
く
も
親
身
な
指

導
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
す
。（
中
略
）

諸
君
の
値
打
ち
は
、
行
き
た
い
道
に
進

も
う
と
日
々
ど
れ
だ
け
努
力
し
た
か
、

と
い
う
こ
と
で
決
ま
り
ま
す
。」
と
生

徒
た
ち
に
訴
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、
山
門
高
校
の
さ
ら
な
る
発
展

に
は
、
学
校
経
営
上
の
シ
ス
テ
ム
の
改

善
も
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
赴
任
以
来
、
早
一
年
が
経
と
う
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
間
、
創
立

百
十
周
年
に
向
け
て
の
学
校
経
営
計
画

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に

基
づ
い
て
、
現
在
、
校
務
運
営
上
の
組

織
改
革
を
は
じ
め
教
員
の
授
業
力
向
上

　

春
の
息
吹
を
感
じ
る
時
節
と
な
り
ま

し
た
。
山
門
高
校
同
窓
生
の
皆
様
に
は

国
内
は
も
と
よ
り
世
界
の
各
地
で
元
気

に
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ご
承
知
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
様
に
、

山
門
高
校
同
窓
会
は
旧
来
の
父
母
教
師

会
と
の
相
互
理
解
に
基
き
、
生
徒
が
在

学
中
に
同
窓
会
入
会
金
並
び
に
同
窓
会

生
涯
会
費
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
生
徒
が
卒

業
す
る
時
に
は
卒
業
生
全
員
が
同
窓

会
に
入
会
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

春
の
卒
業
生
は
１
９
６
名
で
す
が
恒
例

に
よ
り
卒
業
式
前
日
の
二
月
二
十
八
日

（
火
）に
同
窓
会
正
副
会
長
が
出
席
し
て
、

入
会
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
お
陰
様

で
学
校
創
立
以
来
の
同
窓
生
の
総
数
は

２
３
、３
７
０
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
平
成
二
十
八
年
度
の
同

　

昨
年
４
月
に
皆
様
の
母
校　

山
門
高

校
に
校
長
と
し
て
赴
任
い
た
し
ま
し
た

金
丸
と
申
し
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
本
校

の
教
育
活
動
に
ご
支
援
、
ご
助
言
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
大
変
悔
し
い
こ
と
に
山
門
高

校
の
卒
業
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私

に
と
っ
て
は
赴
任
し
た
学
校
が
母
校
で

あ
る
と
の
思
い
を
持
っ
て
、
山
門
高
校

の
発
展
の
た
め
に
力
を
尽
く
そ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
日
（
３
月
１
日
）、
こ
の
学
び
舎

を
巣
立
っ
て
い
く
卒
業
生
は
２
０
０

名
（
５
ク
ラ
ス
）
で
あ
り
ま
す
。
ど
の

生
徒
も
礼
儀
正
し
く
、
挨
拶
も
良
く
い

た
し
ま
す
し
、
地
域
か
ら
も
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

次
の
学
年
か
ら
は
１
６
０
名
体
制
に
移

行
し
て
い
き
ま
す
進
学
実
績
に
つ
い
て

も
、
１
学
年
が
最
大
３
２
０
名
在
籍
し

て
い
た
こ
ろ
と
は
残
念
で
は
あ
り
ま
す

が
や
や
物
足
り
な
さ
も
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

私
は
、
山
門
高
校
は
、
先
生
方
か
ら

の
「
厳
し
く
も
親
身
な
指
導
」
に
よ
っ

て
、
国
公
立
大
学
に
毎
年
５
０
名
以
上

の
合
格
者
を
輩
出
し
、
み
や
ま
・
大
牟

田
・
柳
川
・
大
川
を
主
と
し
た
学
区
で

一
、二
を
争
う
普
通
科
進
学
校
を
目
指

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

母
校
を
想
う

同
窓
生
の
真
摯
な
心

山
門
高
校

校
長金

丸 

敏
雄

校
長
挨
拶

窓
会
総
会
は
年
度
始
め
の
定
例
日
、
昨

春
五
月
三
日
の
「
憲
法
記
念
日
」
に
母

校
体
育
館
に
於
て
、
総
会
担
当
学
年
・

平
成
六
年
卒
の
同
窓
生
が
実
行
委
員
会

を
組
織
し
、
橋
本
憲
之
実
行
委
員
長
を

中
心
に
し
っ
か
り
力
を
合
わ
せ
て
開
催

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
総
会
よ
り
参
加
費
が
三
千
円
に

更
新
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
参
加
者
数

へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
実

行
委
員
長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
実
行
委
員
会
の
献
身
的
な
努
力
に
よ

り
、
例
年
以
上
に
盛
り
上
が
っ
た
総
会

行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆

様
の
母
校
を
思
う
真
摯
な
お
気
持
ち
に

強
い
感
動
を
覚
え
ま
す
。

　

又
、
こ
の
総
会
で
後
記
の
通
り
（
平

成
二
十
八
年
五
月
〜
平
成
三
十
一
年
五

月
）
期
の
名
誉
会
長
・
役
員
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
皆
様
の
更
な
る
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

福
岡
支
部
の
総
会
は
定
例
の
四
月
第

二
土
曜
日
、
昨
春
四
月
九
日
に
福
岡
市

の
天
神
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
総
会
で
福
岡
山
門
会
が
発

足
し
た
平
成
十
三
年
か
ら
十
六
年
間
お

世
話
を
い
た
だ
い
た　

藤
丸 

修
支
部

長
（
昭
和
三
十
八
年
卒
）
は 

林 

大
祐

支
部
長
に
タ
ス
キ
を
引
き
継
が
れ
ま
し

た
。

　

一
方
、
関
東
支
部
の
総
会
は
昨
秋
十

月
六
日
（
土
）
東
京
の
青
山
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
平
成

二
十
四
年
に
古
賀 

誠
支
部
長
（
昭
和

三
十
四
年
卒
）
か
ら
タ
ス
キ
を
引
き

継
が
れ
た
亀
崎 

英
敏
支
部
長
（
昭
和

三
十
五
年
卒
）
に
よ
る
四
回
目
の
支
部

総
会
で
し
た
。

　

両
支
部
総
会
と
も
、
い
ろ
い
ろ
と
知

恵
を
絞
り
趣
向
を
凝
ら
し
て
出
席
同
窓

生
の
理
解
を
深
め
る
努
力
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
衷
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

母
校
は
昨
年
四
月 

金
丸 

敏
雄
学
校

長
が
着
任
さ
れ
新
し
い
取
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。
高
校
進
学
者
が
激
減
す
る

見
通
し
の
平
成
三
十
二
年
を
ど
う
乗
り

切
る
か
…
、
今
か
ら
の
大
き
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。
学
校
側
の
諮
問
を
受
け
、

同
窓
会
は
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ａ
基
金
で
各
学
年
六

名
以
内
を
対
象
に
同
窓
会
奨
学
金
制
度

を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
学
校
の

取
組
み
を
し
っ
か
り
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
同
窓
生
の
皆
様
が
今

年
も
お
元
気
で
ご
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う

祈
念
い
た
し
ま
す
。

名誉会長 S34 古 賀 誠
会 長 S32 板 橋 元 昭
顧 問 金 丸 敏 雄 ◎
顧 問 S47 井 上 正 明
副 会 長 S37 亀 崎 英 敏
副 会 長 S53 林　 大 祐 ◎
副 会 長 S32 鷹尾レイ子 ◎
副 会 長 S35 与 田 久 之 ◎
副 会 長 S41 竹 井 澄 子
副 会 長 S44 山 内 一 明 ◎
副 会 長 S48 田 㟢　 剛
相 談 役 S27 鹿 田 久 子
相 談 役 S31 江 㟢 鈴 子
常任理事 S33 千 田 忠 男
常任理事 S40 板 橋 正 勝 ◎
常任理事 S45 江 上 慎 介 ◎
常任理事 S50 越 智 明 彦 ◎
常任理事 S55 徳 永　 勉 ◎
常任理事 S60 江 崎 善 隆 ◎
常任理事 H2 松 尾 恵 次 ◎
全体理事 S47 前 田 敦 子
全体理事 S51 野 田 千 春
全体理事 S61 西 嶋 由 美
全体理事 H3 黒 木 雄 平 ◎
書 記 H3 黒 木 雄 平 ◎
書 記 S53 冨 重 真 晴
会 計 S57 椛 島 博 規 ◎
会 計 S56 荒 木 秀 文
監 事 S42 中 島 憲 一 ◎
監 事 S45 田 中 俊 治
監 事 S61 松 尾 良 介
オブザーバー 金 丸 敏 雄 ◎
オブザーバー 槻 木　 実 ◎
オブザーバー 甲 木　 浩 ◎

<山門高校同窓会名誉会長・役員名簿>
（平成 28 年 5 月〜平成 31 年 5 月）

◎は新任卒業年
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は
じ
め
に
、
昨
年
五
月
に
平
成
六
年

卒
の
幹
事
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
し

た
、
総
会
、
講
演
会
に
お
き
ま
し
て
は
、

同
窓
生
は
も
と
よ
り
、
多
数
の
一
般
の

方
々
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

を
、
ま
ず
も
っ
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
開
催
に
あ
た
り
、
会
長

を
は
じ
め
、
理
事
、
役
員
な
ど
同
窓
会

の
先
輩
方
、
並
び
に
当
日
ま
で
の
準
備

か
ら
運
営
ま
で
尽
力
し
て
く
れ
た
同
期

生
の
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

総
会
当
日
は
、
実
行
委
員
会
事
務
局

長
の
雨
男
ぶ
り
が
顕
著
に
実
証
さ
れ

た
、
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
、
来
場
者

数
が
激
減
す
る
の
で
は
と
危
惧
い
た
し

ま
し
た
が
、
蓋
を
開
け
れ
ば
会
場
が
満

席
と
な
ら
ん
ば
か
り
の
方
々
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
総
会
の
開
催
な
ら
び
に
、

「
福
澤 

朗
」
氏
に
よ
る
講
演
を
聴
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。講
演
に
お
い
て
は
、

さ
す
が
プ
ロ
の
力
、
笑
い
あ
り
・
目
か

ら
ウ
ロ
コ
の
学
び
あ
り
で
段
々
と
話
に

引
き
込
ま
れ
て
い
き
、
色
々
な
面
で
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
が
出
来
る
時
間
で
あ
っ
た

平
成
二
十
八
年
度

同
窓
会
総
会
を
終
え
て

同
窓
会
ク
ラ
ス
役
員

▲　福澤 朗 氏

福
岡
山
門
会
総
会
の
ご
案
内

平
成
28
年
度
卒
業
生

（
平
成
29
年
3
月
卒
業
）

（
◎
は
学
年
代
表
）

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
全
体
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル

は
あ
っ
た
も
の
の
、
ケ
ガ
や
事
故
等
は

発
生
せ
ず
、
手
前
味
噌
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
大
成
功
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

思
い
お
こ
し
ま
す
と
一
昨
年
の
五
月
、

右
も
左
も
何
も
解
ら
な
い
ま
ま
タ
ス
キ

を
横
尾
先
輩
か
ら
引
継
ぎ
、
大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
も
幾
度
か
経
験
し
、
手
探
り

し
な
が
ら
同
期
生
の
み
ん
な
と
、
一
年

間
と
い
う
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
再

会
を
果
た
し
、
少
々
見
た
目
は
変
わ
っ

た
オ
ッ
チ
ャ
ン
や
オ
バ
チ
ャ
ン
が
二
十

数
年
前
の
あ
の
頃
と
同
じ
よ
う
に
、
共

に
「
笑
い
」「
泣
き
」「
迷
い
」
そ
し
て

共
に
頑
張
る
こ
と
が
で
き
、
新
し
い
友

情
関
係
も
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
な
が
ら
、
第
二
の
高
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
た
様
な
思
い
で
す
。
総
会

当
日
は
、
そ
の
成
果
発
表
の
場
で
も
あ

り
、
卒
業
式
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
一
年
間
大
変
良
い
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
自
分
た
ち
の

後
を
引
き
継
い
だ
、
中
川
実
行
委
員
長

を
は
じ
め
と
す
る
、
平
成
七
年
卒
の
皆

さ
ん
、
ま
た
そ
の
後
に
引
き
継
ぐ
皆
さ

ん
に
は
、
わ
か
ら
な
い
事
だ
ら
け
で
相

当
不
安
だ
ろ
う
け
ど
も
、
楽
し
み
な
が

ら
努
力
し
て
先
輩
方
の
築
い
て
こ
ら
れ

た
、
こ
の
よ
き
伝
統
を
継
承
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も

今
後
、
で
き
得
る
限
り
の
協
力
を
し
て

い
く
つ
も
り
で
す
。
本
当
に
皆
様
の
ご

協
力
に
感
謝
し
、
山
門
高
校
同
窓
会
の

今
後
益
々
の
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
平
成
六
年
卒
同
期
生
を
代
表
し
ま

し
て
の
御
礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

男　

子

女　

子

1
組
　

吉
田　

勇
貴
　

古
賀　

愛
花

2
組
　

江
崎
廉
太
郎
　

西
原
美
咲
希

3
組
　

河
野　

佑
輔
　

中
村　

愛
実

4
組
　

内
田　

竜
珠
　

川
久
保
か
お
る

5
組

◎
山
浦　

有
智

◎
藤
木　

公
佳

【
名
称
】	

福
岡
山
門
会
総
会
・
懇
親
会

【
日
時
】	

平
成
二
十
九
年
四
月
八
日
（
土
）

　	

午
後
一
時
半
受
付 

　	

午
後
二
時
半
開
始

【
場
所
】	

天
神
ス
カ
イ
ホ
ー
ル（
博
多
大
丸
最
上
階
）

　	

☎
〇
九
二（
七
一
二
）八
八
五
五

【
会
費
】	

男
性 

七
千
円
　
女
性 

六
千
円

	

夫
婦 

一
万
円

【
問
い
合
せ
先
】

　	

☎
〇
九
〇（
三
七
三
三
）五
七
四
六

　	

樋
口
（
50
年
卒
）

前
年
度
実
行
委
員
長

平
成
六
年
卒
　
橋
本 

憲
之

の
た
め
の
方
策
、
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
人
材
育
成
計
画
、
生
徒
募
集

戦
略
の
策
定
、「
理
数
コ
ー
ス
」
特
進

化
と
言
っ
た
具
体
的
改
革
に
着
手
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
生
徒
募
集
戦
略

の
一
環
と
し
て
、
今
回
、
同
窓
会
の
皆

様
に
よ
る
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ａ
基
金
か
ら
奨
学
金

制
度
を
創
設
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

力
強
い
援
軍
で
あ
り
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
号
発
行
時

に
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
本
校
へ
の
志
願
状
況
に
つ
い
て

良
い
ご
報
告
が
で
き
る
よ
う
奨
学
金
制

度
を
広
報
材
料
に
し
て
最
後
の
最
後
ま

で
生
徒
募
集
に
力
を
尽
く
す
つ
も
り
で

す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
母
校

山
門
高
校
と
山
門
高
校
同
窓
会
の
益
々

の
発
展
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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す
。二
年
生
で
は
、「
自
己
の
適
性
や
様
々

な
環
境
を
考
慮
し
て
真
の
第
一
希
望
を

明
確
に
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
学
習

や
活
動
が
で
き
る
力
を
育
み
、
志
望
理

由
書
を
書
く
こ
と
で
最
終
学
年
へ
の
橋

渡
し
と
す
る
」
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
日
々
の
自
己
分
析
と
情
報
収
集

を
も
と
に
、
す
べ
て
の
生
徒
が
志
望
理

由
書
を
書
い
て
自
分
の
進
路
に
対
し
て

真
剣
に
向
き
合
う
機
会
を
設
け
て
お
り

ま
す
。
三
年
生
で
は
、「
真
の
第
一
希
望

を
実
現
す
る
た
め
の
力
を
付
け
る
」
た

め
に
、
一
部
の
授
業
で
ク
ラ
ス
を
編
成

し
な
お
し
、進
路
希
望
先
ご
と
に
グ
ル
ー

ピ
ン
グ
し
て
、
小
論
文
や
面
接
お
よ
び

教
科
な
ど
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
指
導

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
八
年
度
三
年
生
の

入
試
が
現
在
進
行
中
で
す
が
、
今
年
は
、

推
薦
入
試
で
福
岡
教
育
大
学
・
宮
崎
大

学
・
同
志
社
大
学
・
西
南
学
院
大
学
等

に
合
格
し
て
お
り
ま
す
。
国
公
立
大
学

や
私
立
大
学
の
一
般
入
試
は
二
月
以
降

に
始
ま
り
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
、
今

後
の
三
年
生
の
検
討
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
公
務
員
に

つ
い
て
は
、
国
家
公
務

員
・
福
岡
県
職
員
・
大

木
町
職
員
・
佐
賀
県
警

に
最
終
合
格
（
内
定
）

を
決
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
生
徒
一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
し

て
、
進
路
目
標
が
達
成

で
き
る
よ
う
指
導
を
続

け
て
い
き
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

進
路
部
よ
り

【
発
行
】
山
門
高
校
同
窓
会　

平
成
二
十
九
年
三
月
一
日　
【
事
務
局
】
山
門
高
校
内　

℡ 

０
９
４
４-

６
２-

４
１
０
５　
【 

会
報
担
当
：
平
成
六
年
卒　

橋
本 
憲
之 
】

平
成
二
十
八
年
度 

同
窓
会
総
会
に
向
け
て

　

今
年
の
同
窓
会
総
会
の
幹
事
を
担
当

さ
せ
て
頂
く
に
あ
た
り
、
平
成
七
年
卒

業
の
同
期
生
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

誠
に
僭
越
な
が
ら
一
言
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　

卒
業
し
た
年
の
平
成
七
年
と
い
い
ま

す
と
思
い
出
す
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

と
は
思
い
ま
す
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
が
あ
っ
た
年
で
す
。
セ
ン
タ
ー
試
験

の
直
後
で
し
た
。
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る

映
像
に
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
を
今
で
も

覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
二
十
一
年

の
時
が
経
ち
、
同
窓
会
総
会
の
準
備
を

始
め
た
去
年
の
４
月
に
も
熊
本
で
二
度

の
大
き
な
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
同
期

生
の
中
に
は
熊
本
に
在
住
し
て
い
て
被

災
し
た
仲
間
も
い
ま
し
た
。
ま
た
し
て

も
自
然
の
恐
ろ
し
さ
、
自
然
の
猛
威
の

前
で
の
無
力
さ
を
痛
感
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
仲
間
達

と
同
窓
会
総
会
の
幹
事
を
担
当
す
る
事

に
な
り
実
行
委
員
会
一
同
、
日
々
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
総
会
の
成
功

に
む
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
テ
ー
マ
で
す
が
、「
つ

な
ぐ
〜
未
来
へ
む
か
う
山
門
の
絆
〜
」

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
分
か
り

や
す
い
言
葉
か
と
思
い
ま
す
が
、
同
期

生
の
思
い
の
詰
ま
っ
た
言
葉
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
幹
事
を
担
当
す
る
に
あ
た

り
、
同
期
生
の
つ
な
が
り
を
再
確
認

し
、
連
絡
を
取
り
合
い
絆
を
確
か
め
合

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
総
会
を
成
功
さ

進
路
指
導
主
事 

柿
原
　
寿
人

 
テ
ー
マ
「
つ
な
ぐ
〜
未
来
へ
む
か
う
山
門
の
絆
〜
」

　

同
窓
会
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に

対
し
て
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｓ

Ｃ
Ａ
基
金
に
よ
る
、
理
数
コ
ー
ス
生
徒

の
諸
活
動
を
は
じ
め
と
し
た
山
門
高
校

生
の
サ
ポ
ー
ト
に
対
し
て
、
重
ね
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
山
門
高
校
で
は
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
で
あ
る「
夢
発
見
プ
ラ
ン
」を
行
い
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
第
一
希
望
実
現
の

た
め
に
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
一

年
生
に
つ
い
て
は
、「
自
己
の
今
ま
で
の

生
き
方
を
踏
ま
え
、現
在
社
会
で
起
こ
っ

て
い
る
事
象
と
自
己
を
つ
な
げ
、
こ
れ

か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
生
き
抜
く

た
め
の
進
路
選
択
の
土
台
を
築
く
」
こ

と
を
目
標
と
し
て
、
職
業
や
大
学
な
ど

の
研
究
だ
け
で
な
く
新
聞
を
読
み
意
見

交
換
を
す
る
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
ま

今
年
度
実
行
委
員
長

平
成
七
年
卒
　
中
川 

輝
茂

せ
る
為
に
は
同
期
生
だ
け
の
力
だ
け
で

は
困
難
で
す
。
先
輩
方
の
ご
指
導
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
同
窓
生
と
し
て
の

つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
先
輩
方
が
つ
な
げ
て
き
て

く
だ
さ
っ
た
絆
、
担
当
学
年
と
し
て
経

験
し
た
こ
と
を
次
の
学
年
や
、
未
来
の

山
門
高
校
同
窓
生
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
点
と
点
が
線

に
な
っ
て
未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
興
味
を
持
た
れ
て
い
る
今

年
の
講
演
会
に
は
、
タ
レ
ン
ト
で
気
象

予
報
士
の
「
石
原
良
純
」
氏
を
お
招
き

し
て
お
り
ま
す
。
あ
の
有
名
な
石
原

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
生
ま
れ
、
周
り
は
有
名

人
ば
か
り
で
す
。
特
別
な
家
族
の
絆
を

経
験
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た

若
く
し
て
俳
優
デ
ビ
ュ
ー
を
し
、
石
原

軍
団
の
一
員
と
し
て「
西
部
警
察
」、「
太

陽
に
ほ
え
ろ
」
等
に
出
演
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
は
パ
ネ
リ
ス
ト
等
で
も
ご
活

躍
で
す
。
さ
ら
に
大
変
難
し
い
と
聞
い

て
い
ま
す
国
家
資
格
の
気
象
予
報
士
を

取
得
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
前
述
の
と
お

り
、
自
然
は
こ
ち
ら
の
思
う
よ
う
に
は

な
っ
て
く
れ
ず
、
時
に
は
危
険
な
一
面

を
覗
か
せ
ま
す
が
、
現
状
を
知
り
、
予

測
を
立
て
、
準
備
を
す
る
こ
と
で
対
処

す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

経
験
を
基
に
し
た
貴
重
な
講
演
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
総
会
開
催
準

備
に
あ
た
り
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
、
同
窓
会
関
係
者
各
位
並
び

に
山
門
高
校
職
員
の
皆
様
方
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
同
期
生
一
同
、
先
輩
方

か
ら
つ
な
い
で
い
た
だ
い
た
同
窓
会
で

山
門
の
絆
を
感
じ
れ
る
総
会
に
な
る
よ

う
に
精
一
杯
準
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
多
用
の
折
と
は
存
じ

ま
す
が
御
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
代
表
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

種別 学校・企業名 人数

国
公
立
大

熊本大 3
長崎大 2
佐賀大 7
高知大 1
愛媛大 1
琉球大 1
山口東京理大 3
福岡県立大 1
長崎県立大 3
北九州市立大 1
釧路公立大 1

公
務
員

国家公務員 1
福岡県職 1
八女市役所 1
東京消防庁 4
福岡県警 2
長崎県警 1
佐賀県警 1
刑務官 1
自衛隊 4

27年度３月　卒業生の主な進路実績
種別 学校・企業名 人数

私
立
大

関西大 4
関西学院大 1
同志社大 2
立命館大 1
福岡大 47
西南学院大 8
中村学院大 15
久留米大 48
崇城大 25
福岡工大 9
立命館アジア大 1
帝京大 18
九州産業大 6
九州看護福祉大 6
聖マリア大 3
福岡女学院大 12
筑紫女学園大 6
保険医療経営大 1

就
職

日本郵便㈱
九州支社 1


